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1.  平成23年12月期第1四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第1四半期 25,361 △3.9 △108 ― △187 ― △3,304 ―

22年12月期第1四半期 26,382 △4.3 270 ― 223 ― 263 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年12月期第1四半期 △85.69 ―

22年12月期第1四半期 6.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第1四半期 78,616 39,863 50.1 1,020.62
22年12月期 80,476 43,755 53.6 1,117.83

（参考） 自己資本   23年12月期第1四半期  39,361百万円 22年12月期  43,111百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

23年12月期 ―

23年12月期 
（予想）

0.00 ― 10.00 10.00

3.  平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 平成23年12月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成23年３月11日に発生いたしました東日本大震災による影響を算
定中であり、現時点では合理的な予想が困難であります。従いまして、連結業績予想につきましては現時点では未定とさせていただき、今後、予想が可能
になりました時点で速やかに開示させていただきます。 



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸
表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１． 本資料に記載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、［添付資料］４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
 
２． 本資料の［サマリー情報］、［添付資料］２ページ「連結経営成績に関する定性的情報」及び９ページ「セグメント情報等」に記載している売上高には、そ
の他の営業収入を含めております。 

4.  その他 （詳細は、[添付資料]４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期1Q  40,804,189株 22年12月期  40,804,189株

② 期末自己株式数 23年12月期1Q  2,237,482株 22年12月期  2,237,319株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期1Q  38,566,769株 22年12月期1Q  37,774,612株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、海外経済の改善や政府の景気対策の効果などにより、景気は緩やかに

持ち直しの動きが見られたものの、円高の長期化や原油価格の高騰、そして３月11日に発生した東日本大震災の影響

により、先行き不透明な状況となりました。 

 当外食業界におきましては、特に震災後、購買意欲の減退により、消費者の外食行動は選別志向が強く、当業界を

取り巻く経営環境は厳しいものとなっております。 

 このような環境の下、当社グループでは、今後見込まれる経営環境の変化と外食産業の構造的課題を踏まえ、永続

的な成長を確保しうるビジネスモデルの構築を基本目標としつつ、平成21年度から平成23年度の３ヶ年を対象とする

中期経営計画に基づき、当連結会計年度におきましては「展開」をキーワードに、「お客様に選ばれる“食”＆“ホ

スピタリティ”の提供」「グループ総合力の発揮」「グループ資源の最適配分」を柱として各種経営施策を進めてま

いりました。 

 具体的な施策として、「お客様に選ばれる“食”＆“ホスピタリティ”の提供」といたしましては、厳しい環境故

に経営基本理念に立ち返る原点回帰を図り、従業員の教育と人材育成による現場力の再強化を図るとともに、お客様

の視点に立った商品や時代のニーズに合った新業態の開発を行い、お客様満足度の向上に努めてまいりました。「グ

ループ総合力の発揮」といたしましては、平成23年１月１日付で事業領域に合わせた子会社の体制見直しを行い、各

事業領域における戦略の一本化を図り、また、購買・物流の一元化などグループシナジー効果の発現を推進いたしま

した。「グループ資源の最適配分」といたしましては、前述の子会社の体制をセグメント別に切り分け、今後成長性

の見込めるセグメントにおける事業、業態の出店を推進し、ロイヤルホストにおきましては、前期に引き続き次世代

モデルへの改装を実施いたしました。 

 また、震災の影響により、宮城県や福島県などの被災地において最大で64店舗が営業休止を余儀なくされました

が、営業再開に向けた復旧活動を当社グループの総力を挙げて実施したことにより、当第１四半期末においては仙台

空港内の店舗等８店舗を除き、営業を再開いたしました。 

 しかしながら、震災の影響は大きく、被災地店舗の一時営業休止や計画停電による首都圏店舗の営業時間短縮に加

え、消費マインドの減退により消費者の外食頻度が低下し、主力の外食事業とコントラクト事業において来客数が減

少したことなどから、当第１四半期連結累計期間の売上高は25,361百万円（前年同期比△3.9％）、営業損失は108百

万円（前年同期営業利益270百万円）、経常損失は187百万円（前年同期経常利益223百万円）となりました。また、

特別損失として「資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額」2,540百万円のほか、３月11日に発生した東日本大震

災に関連し、災害による資産の滅失損失及び原状回復費用等170百万円、災害による操業・営業休止期間中の固定費

等124百万円、計295百万円を「災害による損失」として計上し、法人税等399百万円及び少数株主損失165百万円を計

上いたしました。これらの結果、当第１四半期連結累計期間の四半期純損失は、3,304百万円（前年同期四半期純利

益263百万円）となりました。 

 事業の種類別セグメント概況については、次のとおりであります。 

 なお、当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しており、以下の各セグメントの概況は、当該会計基準等に基づく報告セグメントについて

記載しております。 

  

（外食事業） 

 当社グループの基幹である外食事業におきましては、ホスピタリティ・レストラン「ロイヤルホスト」、天丼・

天ぷら専門店「てんや」、ピザレストラン「シェーキーズ」、グリル＆サラダバー「シズラー」などのチェーン店

のほか、ビアレストラン、カフェ、各種専門店等の多種多様な飲食業態を展開しております。当第１四半期におき

ましては、「てんや」３店舗、「シェーキーズ」１店舗を東京都内に出店したほか、海外の人気ブランド「Rose 

Bakery」を日本国内１号店として東京丸の内に出店するなど、新規に６店舗を出店いたしました。 

 主力の「ロイヤルホスト」では、創業40周年を記念し、国内産の黒毛和牛と黒豚を使用した人気の“黒×黒ハン

バーグ”の増量メニューや個性豊かなハンバーグをラインアップしたハンバーグフェアを開催し、顧客確保に努め

ました。また、前期に引き続き、外観視認性や居住性の向上とともに、分煙化を推進する次世代モデルへの改装を

実施し、当第１四半期において28店舗を改装いたしました。 

 また、前期末に東京と大阪に出店した新業態「カウボーイ家族（ステーキファミリーダイニング）」は、顧客ニ

ーズをとらえ好調に推移しており、当期において更なる出店を計画しております。 

 以上の結果、ロイヤルホストを中心に来客動向の持ち直しの傾向が見られましたが、震災の影響により、営業休

止又は営業時間を短縮する店舗が発生し、加えて消費者の外食頻度の低下により各種業態で来客数が総じて減少

し、売上高は13,082百万円、経常利益は17百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（コントラクト事業） 

 コントラクト事業におきましては、法人からの委託等により、空港ターミナルビル、高速道路サービスエリア、

大型商業施設、オフィスビル、介護施設、百貨店、ゴルフ場等において、それぞれの立地特性に合わせた多種多様

な飲食業態を展開しております。当第１四半期におきましては、商業施設「エキュート上野」内に２店舗を開業す

るなど計４店舗を出店したほか、空港ターミナルビルや大型商業施設、オフィスビル、介護施設内などの店舗で来

客数が堅調に推移しておりましたが、震災の影響により、一部店舗で営業を休止したほか、空港ターミナルビルと

百貨店内における店舗で来客数が減少したことなどにより、売上高は6,518百万円、経常利益は273百万円となりま

した。 

  

（機内食事業） 

 機内食事業におきましては、アジア方面路線を中心とした国際線への搭載が堅調に推移したほか、震災直後の在

日外国人の国外退去により搭乗客数が一時的に増加したため、売上高は1,652百万円、経常利益は291百万円となり

ました。 

  

（ホテル事業） 

 ホテル事業におきましては、３月にリッチモンドホテル30店舗目となる「リッチモンドホテル福山駅前」を開業

したほか、予約販売方法の拡充や外国人旅行客を取り込む販促活動を実施し、既存ホテルの客室稼働率は堅調に推

移しておりましたが、震災の影響により東北地方の６ホテルが一時営業休止となるなど、売上高は3,380百万円と

なり、経常損失70百万円を計上いたしました。 

  

（食品事業） 

 食品事業におきましては、外食インフラ機能として、主に当社グループの外食事業とコントラクト事業における

食品製造、購買、物流業務を担っているほか、一部グループ外企業向け製品の製造も行っております。当第１四半

期におきましては、カフェ業態向け製品の生産が伸張し、また製造工程の見直しなど生産性向上に注力し、売上高

は1,828百万円、経常利益は109百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,860百万円減少し78,616百万円となりま

した。内訳は、流動資産が4,172百万円減少し、固定資産が2,312百万円増加しております。流動資産の減少は、

現金及び預金の減少2,079百万円、季節的要因等による受取手形及び売掛金の減少702百万円、繰延税金資産の減

少525百万円などによるものであります。また、固定資産の増加は、リース資産の新規計上及び、「資産除去債

務に関する会計基準」の適用等に伴う有形固定資産の増加2,462百万円などによるものであります。負債は、前

連結会計年度末に比べ2,031百万円増加し38,752百万円となりました。これは、「資産除去債務に関する会計基

準」の適用に伴う資産除去債務（固定負債）の増加3,271百万円、リース債務（固定負債）の増加1,601百万円な

どによるものであります。純資産は、四半期純損失の計上3,304百万円及び、配当金の支払い385百万円による利

益剰余金の減少3,690百万円などにより、前連結会計年度末に比べ3,891百万円減少し39,863百万円となりまし

た。これらの結果、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ97円21銭減少し1,020円62銭となり、ま

た、自己資本比率は、前連結会計年度末比3.5ポイント下落し50.1％となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ2,079百万円減少し、

6,162百万円となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期連結累計期間では1,496

百万円の収入でしたが、当第１四半期連結累計期間では879百万円の支出となりました。当第１四半期連結累

計期間の法人税等の還付・支払前のキャッシュ・フロー（収入）は、前第１四半期連結累計期間に比べ1,494

百万円減少し、371百万円の収入となりました。また、法人税等の還付・支払によるキャッシュ・フロー（支

出）は、前連結会計年度における課税所得の増加に伴い、前第１四半期連結累計期間に比べ882百万円増加し

ております。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期連結累計期間に比べ

1,517百万円支出が減少し、884百万円の支出となりました。これは、前第１四半期連結累計期間において、関

係会社株式の取得による支出1,545百万円があったことなどによるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、前第１四半期連結累計期間に比べ234

百万円支出が減少し、314百万円の支出となりました。これは、短期借入金の純増減額（収入）が916百万円減

少した一方、当第１四半期連結累計期間において、長期借入れによる収入1,200百万円があったことなどによ

るものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年12月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成23年３月11日に発生いたしま

した東日本大震災により、国内経済に与える影響や消費者の動向、また電力不足を起因とした営業時間短縮などの経

営環境の変化が激しく、現時点では合理的な予想が困難であります。従いまして、連結業績予想につきましては現時

点では未定とさせていただき、今後、予想が可能になりました時点で速やかに開示させていただきます。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

 法人税等の納付額の算定に関しては加味する加減算項目及び税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。  

 これにより、営業損失及び経常損失は、それぞれ16百万円増加し、税金等調整前四半期純損失は2,556百万円

増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は3,309百万円であります。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,162 8,242

受取手形及び売掛金 3,084 3,787

たな卸資産 1,453 1,836

繰延税金資産 434 959

その他 2,573 3,055

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 13,705 17,877

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,838 10,307

土地 12,358 12,358

リース資産（純額） 8,293 6,458

その他（純額） 3,508 3,412

有形固定資産合計 34,998 32,535

無形固定資産   

のれん 1,407 1,511

その他 479 471

無形固定資産合計 1,886 1,982

投資その他の資産   

投資有価証券 6,945 7,062

差入保証金 19,421 19,521

繰延税金資産 1,318 1,099

その他 356 413

貸倒引当金 △16 △16

投資その他の資産合計 28,025 28,080

固定資産合計 64,910 62,598

資産合計 78,616 80,476
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,610 3,450

短期借入金 2,900 2,900

1年内返済予定の長期借入金 4,679 4,729

未払法人税等 143 1,326

引当金 902 473

その他 6,137 7,438

流動負債合計 17,373 20,317

固定負債   

長期借入金 8,812 8,558

リース債務 8,220 6,618

繰延税金負債 － 47

引当金 255 259

資産除去債務 3,271 －

その他 819 920

固定負債合計 21,379 16,403

負債合計 38,752 36,721

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,676 13,676

資本剰余金 23,708 23,708

利益剰余金 4,442 8,132

自己株式 △2,723 △2,723

株主資本合計 39,103 42,794

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 258 317

評価・換算差額等合計 258 317

少数株主持分 501 644

純資産合計 39,863 43,755

負債純資産合計 78,616 80,476
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 25,945 24,882

売上原価 8,072 7,826

売上総利益 17,872 17,055

その他の営業収入 437 479

営業総利益 18,310 17,535

販売費及び一般管理費 18,039 17,643

営業利益又は営業損失（△） 270 △108

営業外収益   

受取利息 7 5

受取配当金 10 10

協賛金収入 19 9

その他 89 73

営業外収益合計 127 98

営業外費用   

支払利息 97 108

持分法による投資損失 3 46

その他 72 22

営業外費用合計 174 177

経常利益又は経常損失（△） 223 △187

特別利益   

受取補償金 121 －

役員賞与引当金戻入額 － 8

店舗閉鎖損失引当金戻入額 12 －

特別利益合計 134 8

特別損失   

投資有価証券評価損 10 －

固定資産除売却損 92 55

災害による損失 － 295

店舗閉鎖損失引当金繰入額 27 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,540

特別損失合計 130 2,891

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

227 △3,070

法人税等 30 399

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △3,470

少数株主損失（△） △66 △165

四半期純利益又は四半期純損失（△） 263 △3,304
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

227 △3,070

減価償却費 822 844

のれん償却額 69 139

災害損失 － 295

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,540

引当金の増減額（△は減少） 330 406

受取利息及び受取配当金 △18 △15

支払利息 97 108

持分法による投資損益（△は益） 3 46

投資有価証券評価損益（△は益） 10 －

固定資産除売却損益（△は益） 90 55

売上債権の増減額（△は増加） 483 702

たな卸資産の増減額（△は増加） 157 303

仕入債務の増減額（△は減少） △81 △840

その他 △247 △966

小計 1,948 549

利息及び配当金の受取額 18 16

利息の支払額 △99 △111

災害損失の支払額 － △82

法人税等の還付額 － 8

法人税等の支払額 △369 △1,259

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,496 △879

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △967 △941

関係会社株式の取得による支出 △1,545 －

差入保証金の増減額（△は増加） 196 115

店舗閉鎖等による支出 △83 △90

その他 △2 31

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,402 △884

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 916 －

長期借入れによる収入 － 1,200

長期借入金の返済による支出 △991 △995

配当金の支払額 △377 △385

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △75 △120

その他 △21 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △549 △314

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,455 △2,079

現金及び現金同等物の期首残高 8,504 8,242

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,049 6,162
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該当事項はありません。  

  

  

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、グループ全体を統括する持株会社の下で、事業運営会社が事業領域別に戦略を立案し、事業

活動を展開しております。 

したがって、当社グループは、事業領域別のセグメントから構成されており、「外食事業」、「コントラクト

事業」、「機内食事業」、「ホテル事業」及び「食品事業」の５つを報告セグメントとしております。 

  

「外食事業」は、子会社ロイヤルホスト㈱、㈱テンコーポレーション、アールアンドケーフードサービス㈱、

関連会社㈱ハブが、ホスピタリティ・レストラン「ロイヤルホスト」、天丼・天ぷら専門店「てんや」、ピザレス

トラン「シェーキーズ」、グリル＆サラダバー「シズラー」、英国風ＰＵＢ「ＨＵＢ」等のチェーン店のほか、ビ

アレストラン、カフェ、各種専門店等の多種多様な飲食業態を展開しております。 

「コントラクト事業」は、子会社ロイヤル空港高速フードサービス㈱、ロイヤルコントラクトサービス㈱、セ

ントレスタ㈱が、法人からの委託等により、空港ターミナルビル、高速道路サービスエリア、大型商業施設、オフ

ィスビル、介護施設、百貨店、ゴルフ場等において、それぞれの立地特性に合わせた多種多様な飲食業態を展開し

ております。 

「機内食事業」は、子会社㈱関西インフライトケイタリング、福岡インフライトケイタリング㈱、関連会社ジ

ャルロイヤルケータリング㈱が、関西国際空港、福岡空港、成田国際空港における機内食の調製・搭載等を行って

おります。 

「ホテル事業」は、子会社アールエヌティーホテルズ㈱が、「リッチモンドホテル」等のビジネスホテルを全

国に展開しております。 

「食品事業」は、子会社ロイヤル㈱が、外食インフラ機能として、主に外食事業及びコントラクト事業におけ

る食品製造、購買、物流業務を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）  

（単位：百万円）

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品販売、不動産賃貸等の

事業を含んでおります。 

２ 売上高には、その他の営業収入を含めております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  報告セグメント
その他 
（注）１ 

合計
  

外食 
事業 

コント
ラクト 
事業 

機内食
事業 

ホテル
事業 

食品
事業 

計 

売上高  （注）２                 

外部顧客への 

売上高 
 12,985  6,514  1,639  3,363  8  24,511  850  25,361

セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 97  4  13  17  1,819  1,951  26  1,978

計  13,082  6,518  1,652  3,380  1,828  26,463  876  27,340

セグメント利益 

又は損失（△）  
 17  273  291  △70  109  622  57  679
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

当第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）  

（単位：百万円） 

（注）全社費用は、主にセグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで） 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

  当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

 利益 金額

報告セグメント計   622

「その他」の区分の利益   57

全社費用（注）   △867

四半期連結損益計算書の経常損失（△）  △187

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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